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会
を
も
っ
て
大
き
な
活
動
を
終
了
し
た
。
来
年

度
以
降
も
、
会
員
相
互
の
融
和
団
結
を
図
り
、

現
職
隊
員
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
つ
つ
、
各
地

慰
霊
祭
で
英
霊
に
敬
意
を
表
し
、
講
話
等
に
よ

り
安
全
保
障
関
連
の
普
及
を
図
り
、
創
立
記
念

行
事
及
び
追
悼
式
で
の
現
役
支
援
に
尽
力
す
る

所
存
で
あ
る
。

　

懇
親
会
参
加
者
（
既
出
者
を
除
く
）
は
、
星

野
利
秋
（
陸
自
59
）、
岡
部
榮
（
陸
自
62
）、
木

村
清
順
（
陸
自
65
）、
相
馬
隆
義
（
陸
自
75
）、

井
上
和
男（
同
上
）、鎌
田
順
一
朗（
同
上
）、佐
々

木
政
弘
（
陸
自
76
）、斗
賀
山
信
義
（
陸
自
86
）、

瀬
田
克
己
（
陸
自
93
）、
北
田
勝
二
（
陸
自
104
）

陸
自
支
援
防
衛
講
話
を

　青
森
県
偕
行
会
が
主
催

会
長　

稲
村　

孝
司　

陸
自
75

　

青
森
県
偕
行
会
は
、
明
治
37
年
第
3
軍
が

二
〇
三
高
地
を
占
領
し
た
12
月
5
日
（
木
）、
青

森
市
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

青
森
県
偕
行
会
主
催
防
衛
講
話
を
開
催
し
た
。

　

開
催
の
趣
旨
は
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
陸
修

偕
行
社
と
な
り
、「
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
・

研
究
・
提
言
及
び
普
及
」
が
第
一
の
目
的
と
な

り
、
そ
の
事
業
と
し
て
防
衛
講
話
の
開
催
が
主

要
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
社

の
後
援
を
受
け
、
第
9
師
団
及
び
青
森
地
方
協

力
本
部
に
対
す
る
協
力
と
し
て
、
同
師
団
、
地

方
協
力
本
部
の
幹
部
自
衛
官
及
び
上
級
陸
曹
に

対
し
、
防
衛
講
話
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
青
森
駐
屯
地
修
親
会
、
青

森
地
方
協
力
本
部
、
青
森
県
隊
友
会
及
び
青
森

県
家
族
会
の
協
賛
を
得
る
こ
と
と
し
た
。

　

講
師
は
、
令
和
4
年
8
月
ま
で
9
師
団
長
を

務
め
ら
れ
た
亀
山
慎
二
氏
を
迎
え
る
こ
と
と
し

た
。
同
氏
は
、
師
団
長
、
旅
団
長
及
び
戦
車
連

隊
長
の
指
揮
官
職
を
務
め
、
情
報
職
域
と
し
て

中
央
情
報
隊
長
兼
ね
て
陸
上
総
隊
情
報
部
長
、

陸
幕
運
用
支
援
・
情
報
部
情
報
課
長
及
び
同
地

域
情
報
班
長
（
旧
調
査
2
課
2
班
・
海
外
情
報
）

を
務
め
ら
れ
た
。

　

講
演
は
、
平
日
の
こ
と
も
あ
り
午
後
5
時
開

始
と
な
り
、
講
演
5
分
前
に
は
師
団
長
を
最
終

者
と
し
て
、
聴
講
者
が
青
森
駐
屯
地
修
親
会
員

1
0
3
名
、
最
先
任
等
上
級
陸
曹
24
名
を
中

心
に
、
地
方
協
力
本
部
、
隊
友
会
、
家
族
会
及

び
偕
行
会
の
会
員
等
24
名
の
合
計
1
5
1
名

の
大
人
数
と
な
り
席
に
着
い
た
。

　

演
題
「
我
が
国
の
周
辺
で
起
き
て
い
る
こ
と

〜
O
B
の
雑
感
〜
」
と
さ
れ
、
中
国
軍
、
北

朝
鮮
、
ロ
シ
ア
軍
の
状
況
、
特
に
海
空
軍
の
活

動
状
況
を
防
衛
白
書
及
び
統
幕
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
公
開
資
料
を
基
に
、
過
去
か
ら
現
在
に
至

る
変
化
を
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
た
。
我
が

国
周
辺
の
軍
事
情
勢
は
、
最
も
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
情
報
活
動
に
つ
い
て
も
、
平
時
か

ら
の
体
制
・
態
勢
の
構
築
の
必
要
性
、
情
報
の

分
析
、
評
価
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

約
1
時
間
45
分
の
講
演
が
終
わ
り
質
疑
応
答

と
な
っ
た
。
第
1
の
質
問
は
「
偽
情
報
を
見
分

け
る
コ
ツ
は
？
」
で
あ
り
、
回
答
は
「
私
が
知

り
た
い
」
と
冗
談
を
交
え
て
「
情
報
の
分
析
、

評
価
で
あ
り
、
裏
付
け
、
関
連
情
報
の
収
集
な

ど
」
と
答
え
ら
れ
た
。
第
2
の
質
問
は
「
我
が

国
の
周
辺
諸
国
軍
事
情
勢
は
最
も
厳
し
い
状
況

と
感
じ
て
い
る
が
、
中
国
、
北
朝
鮮
及
び
ロ
シ

ア
は
ど
の
様
に
感
じ
て
い
る
の
か
？
」
で
あ
っ

た
。
回
答
は
「
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い
る
で

し
ょ
う
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
の
質
問

は「
台
湾
有
事
生
起
の
可
能
性
は
？
」
で
、
回

答
は
「
中
国
軍
の
意
志
と
能
力
で
あ
る
が
、
台

湾
侵
攻
の
意
志
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
能
力
は
未

だ
不
十
分
だ
ろ
う
」
で
あ
っ
た
。
予
定
の
2
時

間
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
終
わ
り
、
第
2
部
「
懇

親
会
」
に
移
行
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
講
師
宿
泊
ホ
テ
ル
近
傍
の
「
竹

林
坊
」
で
午
後
7
時
45
分
か
ら
始
ま
っ
た
。
同

店
は
、
郷
土
料
理
が
評
判
の
和
食
店
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
、
講
師
を
始
め
、
師
団
長
、
副
師

団
長
、
5
普
連
長
、
業
務
隊
長
、
協
力
本
部
長

の
主
要
指
揮
官
、
修
親
会
監
事
、
隊
友
会
長
及

び
家
族
会
長
等
14
名
で
あ
っ
た
。
開
会
の
こ
と

ば
の
あ
と
、
ま
ず
藤
岡
師
団
長
に
よ
る
「
亀
山

講
師
歓
迎
の
こ
と
ば
」、
引
き
続
き
野
呂
家
族

会
会
長
の
乾
杯
の
発
声
、約
30
分
の
懇
談
の
後
、
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全
員
か
ら
の
一
言
、
講
演
聴
講
の
感
想
等
が
順

次
述
べ
ら
れ
た
。
2
年
前
の
師
団
長
に
「
お
帰

り
な
さ
い
」
と
の
挨
拶
も
あ
り
、
講
演
内
容
に

対
す
る
感
想
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
ら
れ

た
。
終
杯
に
代
え
て
隊
友
会
長
が
一
本
締
め
の

後
、
閉
会
の
こ
と
ば
と
な
っ
た
。

　

当
会
初
の
「
陸
自
を
支
援
す
る
防
衛
講
話
」

を
終
え
、
教
訓
と
な
っ
た
こ
と
は
、
開
催
場
所

等
の
確
保
、
パ
ソ
コ
ン
の
確
保
、
演
題
・
講
師

紹
介
等
の
看
板
制
作
で
あ
っ
た
。

　

第
1
の
開
催
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
8

月
末
に
陸
自
支
援
委
員
で
あ
る
元
西
方
総
監
本

松
敬
史
氏
よ
り
打
診
が
あ
り
、「
講
師
は
元
9

師
団
長
亀
山
慎
二
氏
、
時
期
は
12
月
上
旬
、
主

催:

偕
行
会
、
後
援:

公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行

社
、
協
賛:

青
森
駐
屯
地
修
親
会
、
公
益
社
団

法
人
隊
友
会　

青
森
県
隊
友
会
、
自
衛
隊
家
族

会　

青
森
県
家
族
会｣

と
す
る
と
の
連
絡
を
受

け
た
。
早
速
ホ
テ
ル
青
森
や
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス

な
ど
の
馴
染
み
の
会
場
に
電
話
し
た
も
の
の
、

今
年
一
杯
満
杯
と
の
こ
と
で
、
青
森
市
中
心
部

の
保
護
司
会
等
の
福
祉
関
連
施
設｢

県
民
福
祉

プ
ラ
ザ
（
3
5
0
名
収
容
）｣

を
確
保
し
た
。

講
師
の
宿
泊
ホ
テ
ル
も
馴
染
み
の
ホ
テ
ル
は
満

室
と
の
こ
と
で
、
家
族
会
長
及
び
隊
友
会
長
が

ホ
テ
ル
青
森
と
調
整
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
同

ホ
テ
ル
懇
親
会
場
は
既
に
満
杯
で
、近
傍
の「
竹

林
坊
」
を
確
保
し
た
。

　

第
2
の
パ
ソ
コ
ン
の
確
保
は
、
当
初
地
方
協

力
本
部
の
部
外
広
報
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
期
待
し

た
が
、
部
外
者
は
、
例
え
元
師
団
長
で
も
ダ
メ

で
す
と
の
こ
と
。
困
っ
て
当
会
事
務
局
長
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
を
準
備
で
き
た
。

　

第
3
の
演
題
・
講
師
紹
介
等
の
看
板
の
制
作

は
、「
青
森
県
偕
行
会
主
催
防
衛
講
話
」
の
看

板
一
枚
で
も
、
ホ
テ
ル
に
依
頼
し
た
場
合
は
約

2
万
円
の
費
用
と
な
り
、
演
題
・
講
師
紹
介
の

看
板
と
合
わ
せ
る
と
4
万
円
と
な
る
。
そ
も
そ

も
会
場
と
し
て
使
用
し
な
い
ホ
テ
ル
で
制
作
し

て
く
れ
る
か
も
心
配
さ
れ
た
。
会
場
と
な
る
県

民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
そ
の
機
材
は
な
く
、
青
森
地

方
協
力
本
部
が
最
近
そ
の
機
材
を
購
入
し
た
と

の
情
報
を
得
て
依
頼
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
得
た
。

　

講
演
会
の
開
催
は
、
準
備
か
ら
実
施
、
懇
親

会
ま
で
大
変
な
事
業
で
あ
り
、
組
織
を
編
成
し

て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
助
言
を
受
け
た

が
、
偕
行
会
員
は
県
隊
友
会
長
で
も
あ
る
堀
内

会
員
、
陸
自
75
期
の
末
永
会
員
、
田
中
会
員
が

青
森
市
在
住
で
あ
り
、
隊
友
会
は
東
青
支
部
長

で
も
あ
る
外
崎
会
員
始
め
支
部
の
会
員
、
家
族

会
も
同
様
青
森
市
内
の
会
員
の
協
力
に
加
え
て

青
森
駐
屯
地
修
親
会
の
絶
大
な
支
援
を
得
て
実

現
で
き
た
講
演
会
で
あ
っ
た
。

宮
城
県
偕
行
会
防
衛
講
話
聴
講
と

　
現
職
隊
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　
　
　

宮
城
県
偕
行
会
事
務
局
長　

佐
藤
源
一

　

宮
城
県
偕
行
会
（
会
長　

石
塚
健
15
B
特

科
）
は
、
12
月
14
日
（
土
）
仙
台
駐
屯
地
防
衛

館
と
隊
員
ク
ラ
ブ
「
は
な
の
舞
」
に
お
い
て
防

衛
講
話
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

第
1
部
の
防
衛
講
話
は
、
東
北
方
面
総
監
幕

僚
副
長
今
井
健
太
陸
将
補
が
、「
我
が
国
を
取

り
巻
く
安
全
保
障
環
境
、
将
来
の
自
衛
隊
の
在

り
方
、
東
北
方
面
隊
の
現
状
及
び
取
組
」
の
演

題
で
、
会
員
20
名
が
聴
講
し
、
安
全
保
障
環
境
、

最
近
の
陸
上
自
衛
隊
及
び
東
北
方
面
隊
の
現
状

と
今
後
の
防
衛
力
の
体
制
、
取
組
に
つ
い
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

防
衛
講
話
は
コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年
12
月
に

開
催
以
来
5
年
ぶ
り
の
実
施
で
、
質
疑
応
答
で

は
、
会
員
か
ら
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
予
定
時
間

を
15
分
も
オ
ー
バ
ー
す
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

第
2
部
の
意
見
交
換
会
は
、
東
北
方
面
総
監

部
幕
僚
長
大
野
陸
将
補
、
自
衛
隊
仙
台
病
院
長

中
岸
陸
将
補
、防
衛
講
話
さ
れ
た
今
井
陸
将
補
、

多
賀
城
・
霞
目
・
大
和
各
駐
屯
地
司
令
、
船
岡

駐
屯
地
司
令
代
理
、
宮
城
地
方
協
力
本
部
長
、

仙
台
駐
屯
地
業
務
隊
長
、
総
監
部
総
務
部
長
・

総
務
課
長
の
11
名
と
会
員
20
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

会
長
挨
拶
、
大
野
幕
僚
長
の
祝
辞
に
続
き
、

中
岸
仙
台
病
院
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
盛
大
か

つ
和
気
あ
い
あ
い
に
懇
親
を
深
め
、
現
職
隊
員

と
会
員
の
相
互
理
解
そ
し
て
絆
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
約
2
時
間
の
懇
談
後
、恒
例
の「
東

北
方
面
隊
歌
」
を
全
員
で
合
唱
、
最
後
に
佐
藤

次
郎
宮
城
県
隊
友
会
長
の
威
勢
の
良
い
万
歳
三

唱
で
意
見
交
換
会
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
宮
城
県
偕
行
会
は
年
2
回
（
3
月
の

総
会
時
と
12
月
）
現
職
隊
員
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
て
陸
修
偕
行
社
と
宮
城
県
偕
行
会
の

活
動
を
広
め
て
い
る
。




